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本日のテーマ

やってきたこと

章立て

アンケート分析

ヒアリング

論文執筆

アンケートアンケート 論文構成論文構成 今後の予定今後の予定
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発送・回収状況

集計途中報告



研究の目的

中山間地域・・・国土面積の7割
　　　　　　　　農業生産の4割
若年層流出による過疎・高齢化
　　　↓↓↓
人口還流の正確な実態把握は
わが国の地方圏の将来に重要課題

兵庫県淡路島を事例に、
人口還流の実態と要因を解明

どのような人が、
どのような条件の下で帰還し、
どのような役割を果たしているか

既往研究・・・国調、住基
(×) Uターンの正確な実数把握
　⇒同窓会名簿分析により
　　市町村単位での帰還先の特定
淡路島・・・
人口移動を左右する様々な要素

①① 問題意識問題意識

③③ 研究の意義研究の意義

②② 研究の目的研究の目的

津名郡

洲本市
三原郡
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研究の流れ
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(1)Uターン動向把握
（同窓会名簿整理）

●マクロな把握
●コーホート間比較
●男女間比較
●国勢調査との比較

(2)アンケート調査

●属性分析
　年齢・性別・家族
●要因分析
　時期・誘引・阻害
●今後の意向など

(3)ヒアリング
　調査

●ケーススタディ
●ミクロな把握
●地域性

(4)考察

●人口還流の
　実態・要因
●あるべき条件と
　果たせる可能性

国勢調査、住民基本台帳、事業所統計
現地巡検、役場ヒアリング、既往関連研究サーベイ

(0) 淡路地域の概況整理
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アンケート調査　発送・回収状況
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発送日　　11月10日(月)着
返送期日　11月17日(月)

発送828部（到着804部）

①① 発送発送

返送178部（有効173部）
回収率21.5％

　　　　　11月25日時点

②② 回収回収

趣旨文1枚 質問票16頁 返信封筒
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アンケート調査の対象

アンケート調査の対象・比較法アンケート調査の対象・比較法

2626期生（期生（19551955年生まれ）年生まれ）
淡路島非在住者（非帰還者）淡路島非在住者（非帰還者）

帰還・非帰還
の比較

2626期生（期生（19551955年生まれ）年生まれ）
淡路島在住者（帰還者）淡路島在住者（帰還者）
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1616期生（期生（19451945年生まれ）年生まれ）
淡路島在住者（帰還者）淡路島在住者（帰還者）

1616期生（期生（19451945年生まれ）年生まれ）
淡路島非在住者（非帰還者）淡路島非在住者（非帰還者）

コーホート間
の比較

コーホート間
の比較

帰還・非帰還
の比較

4141期生（期生（19701970年生まれ）年生まれ）
淡路島非在住者（非帰還者）淡路島非在住者（非帰還者）

4141期生（期生（19701970年生まれ）年生まれ）
淡路島在住者（帰還者）淡路島在住者（帰還者）

コーホート間
の比較

コーホート間
の比較

帰還・非帰還
の比較
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発送先・返送者の内訳
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アンケート発送先の内訳
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アンケート返送者の内訳

島内 島外 計
1945年生まれ 107 136 243
1955年生まれ 159 138 297
1970年生まれ 215 49 264

計 481 323 804

島内 島外 計
1945年生まれ 24 43 67
1955年生まれ 46 28 74
1970年生まれ 20 12 32

計 90 83 173

発送先の内訳（人）
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返送者の内訳（人）
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回収率・居住パターン
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回収率
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居住パターンによる内訳

① 島内継続居住者

②Uターン非実行者

③ Uターン実行者

④ 島外再流出者

島内 島外 計
1945年生まれ 22.4 31.6 27.6
1955年生まれ 28.9 20.3 24.9
1970年生まれ 9.3 24.5 12.1

計 18.7 25.7 21.5

島内継続居住 Uターン非実行 Uターン実行 島外再流出 その他 計
1945年生まれ 11 36 13 5 2 67
1955年生まれ 7 23 39 5 0 74
1970年生まれ 2 10 17 2 1 32

計 20 69 69 12 3 173



Uターンと再流出の発生時期
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アンケート結果
より作成

同窓会名簿分析と比較
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同窓会名簿分析による他地域への流出動向図との比較
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Uターン検討・実行時のきっかけ　（1955年生まれ）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

新規就職

転勤

転職

出世の見込みがなくなった

配偶者の仕事の都合

実親の面倒

義親の面倒

家業・家産の継承

結婚

配偶者との離別 又は 死別

子どもの教育環境が豊か、のびやか

島外で持家を取得できる見込みがなくなった

島内に住む子に呼び寄せられた

淡路島での子どもの頃からの人間関係

淡路島での親戚の多さ

これまで築いた会社や地域での人間関係に疲れた

家族がこれまで築いた人間関係に疲れていた

身体をこわした

温暖・豊かな自然環境

のんびりとした土地柄、都会のせわしさへの嫌気

物価の安さ

住宅事情

淡路島への愛着、住み慣れた土地での生活

出身地域の発展に貢献したくなった

大鳴門海峡大橋・明石海峡大橋の開通

阪神淡路大震災とその後の復興

淡路島での医療・福祉サービスの充実

その他

職
業
的
理
由

家
族
・
家
産
的
理
由

社
会
関
係
的
理
由

地
域
風
土
的
理
由
淡
路
地
域
的
理
由
そ
の
他
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Uターン検討・実行時の差し障り　（1955年生まれ）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

自分にあった職種の不足

出世へのこだわり

収入の低下

配偶者の仕事の都合

Uターンして親の面倒をみたくなかった

Uターンして家業・家産を継承したくなかった

結婚

離別 又は 死別

子どもの教育環境が未整備

既に島外で持家を取得していた

きょうだいが家を継いでいた

親が淡路島を離れていた 又は 亡くなっていた

親を呼び寄せることにした

島外に住む子どもに呼び寄せられた、引き止められた

淡路島での子どもの頃からの人間関係

淡路島での親戚の多さ

これまで築いた会社や地域での人間関係を維持したかっ
た

家族がこれまで築いた人間関係を維持したがった

地域社会への溶け込みの不安

華やかで便利な都会生活

住宅事情

当時の居住地への愛着

大鳴門海峡大橋・明石海峡大橋の開通

淡路島での老後のケア体制に不安

阪神淡路大震災とその後の復興

その他
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的
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修士論文構成案
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0.1 研究の背景・目的
0.2 研究の位置づけ及び方法
0.3 論文の構成

序章序章

1.1 人口動態
1.2 産業構造と通勤・通学による人口流出入

第第11章章 淡路地域の概況把握淡路地域の概況把握

2.1 兵庫県淡路県民局
2.2 五色町
2.3 東浦町
2.4 津名町・・・リタイアメントビレッジ

第２章第２章 自治体の取り組み自治体の取り組み

3.1 淡路地域へのUターン動向
3.2 他地域への流出動向

第第33章章 同窓会名簿分析同窓会名簿分析

4.1 調査の概要と回答者のプロフィール
4.2 Uターン者の量的把握
4.3 Uターン性向と属性
4.4 Uターン発生のメカニズム（誘引・阻害要因）
4.5 Uターン実行者の地域活動
4.6 Uターン実行後の再流出
4.7 地方圏出身者の向かう先

第第44章章 アンケート調査アンケート調査

第第55章章 ヒアリング調査ヒアリング調査
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6.1 淡路地域・地方圏の置かれた位置
6.2 地方圏出身者の還流実態とその要因
6.3 人口還流政策への示唆とその可能性

第第66章章 結論結論

今後の予定

14 / 14
page

(1)Uターン動向把握
（同窓会名簿整理）

●マクロな把握
●コーホート間比較
●男女間比較
●国勢調査との比較

(2)アンケート調査

●属性分析
　年齢・性別・家族
●要因分析
　時期・誘引・阻害
●今後の意向など

(3)ヒアリング
　調査

●ケーススタディ
●ミクロな把握
●地域性

(4)考察

●人口還流の
　実態・要因
●あるべき条件と
　果たせる可能性

国勢調査、住民基本台帳、事業所統計
現地巡検、役場ヒアリング、既往関連研究サーベイ

(0) 淡路地域の概況整理

Uターン動向把握

済み

淡路地域の概況整理
済み

アンケート調査

実施　　　済み　
分析　～2003.12

ヒアリング調査

～2003.12

考察・修士論文執筆

～2004.01
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